
 

(別紙１に該当) 

  

1 

 

資料４ 

洋上風力発電事業を通じた遊佐地域の将来像(案) 

 

 

１．将来像の検討に向けた背景 

（１）遊佐地域における遊佐町と漁業の現状 

遊佐の魅力は、鳥海山と日本海が紡ぎだす自然の多様性にあり、鳥海山と日本海に囲まれ

た肥沃な庄内平野を月光川・日向川等の鳥海山系の各河川が貫流して日本海に注ぎ込み、雄

大な景観を形成するとともに、その澄んだ空気や美味しい水は遊佐町民のくらしや風土を育

んできた。 

遊佐町では、少子高齢化が急激に進む中で、人口減少を抑え、次世代の地域の担い手とな

る若者が住み続けられる町にすべく、「オール遊佐の英知（町民力）を結集」の理念のもと

移住・定住促進施策をはじめとする様々な施策に取り組んでいる。また、自然にやさしく災

害に強い町づくりのために、太陽光発電や陸上風力発電、バイオマス発電といった再生可能

エネルギー設備の導入を積極的に進めている。 

遊佐町の沿岸で操業する漁業では、海洋環境の変化によって水産資源が減少し、それに伴

い漁獲量の減少や生産額の低迷が生じているほか、燃油や資材の高騰による漁家経営の圧迫、

漁業者の高齢化と担い手の減少など、厳しい状況に置かれている。こうした現状を打開する

ため、イワガキを含む重要魚種の栽培漁業や資源管理・藻場造成を通じた漁場環境の回復、

操業効率化のための漁港整備、地元産水産物のブランド化による付加価値向上や陸上養殖事

業等に取り組んでおり、遊佐地域における漁業生産基盤の整備とともに、水産業の成長産業

化による漁業生産額の向上や漁業就業者の継続的な確保・育成を目指している。 

また、遊佐町におけるサケふ化事業をはじめとした増殖事業や内水面漁業においても、気

象変動による大雨等の自然災害の影響や水産資源の減少、生産資材の高騰、組合員・遊漁者

の高齢化、ふ化場の老朽化等の課題に直面しており、内水面漁業の組合経営は厳しい状況に

ある。一方で、このような環境変化に対応し、持続し成長するサケふ化事業の実現に向けて、

放流技術の高度化や担い手の育成、サケ加工品の生産販売等を通じた「つくり育てる漁業」

に取り組んでいる。このほか、内水面漁業の持つ多面的価値として、例えば教育や文化、風

習といった側面も生かし、河川を中心に地域や内水面関係者が一体となって取り組む釣り大

会や放流体験等の交流体験事業を通じて、内水面漁業と地域の振興を目指している。 

 

（２）遊佐地域における「地域協調型洋上風力発電」の検討 

 山形県では、遊佐町沖における洋上風力発電の可能性についての具体的な議論・検討の場

として、平成 30 年度に「遊佐沿岸域検討部会」を設置し、行政・漁業関係者・住民代表者

による議論を５年間にわたり重ねてきた。また、漁業と洋上風力発電との協調策や振興策に

ついて、「漁業協調策・振興策研究会」や「漁業協調策等検討会議」といった場でも議論を

行うなど、地元漁業者や地域の声をつぶさに拾いながら、洋上風力発電との共存共栄の在り

方について長期間にわたり研究・検討を行い、今日の議論に至っている。 
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このような議論の経緯を踏まえ、単に再生可能エネルギーの導入促進という観点だけでな

く、遊佐地域における産業振興や雇用確保のほか、新たに交流人口・関係人口が創出される

こと等も発電事業の波及効果として見込んでいる。また、このような波及効果によって、遊

佐の若者が自発的に地元への定着を選び、地域外からも遊佐への移住・定住を選択肢に入れ

るような、持続可能で魅力あるまちづくりを実現する、そのような可能性を洋上風力発電は

持っていると期待するものである。 

 

２．遊佐地域の将来像として目指すべき取組の方向性（目標） 

 選定事業者は、発電事業の実施にとどまらず、地元の様々な課題に向き合い、これまで遊

佐地域で洋上風力発電を実現するために交わされてきた議論を理解したうえで、地域の一員

となって、地元の関係者と共に将来像の実現に取り組んでいくことが求められる。 

そのため、以下に示す目標の実現に向け、３．「協調策」を共存共栄の前提として取り組

んでいくことに加え、４．「振興策」を連動して実施していくことが期待される。 

 

（１）地域としての目標 

鳥海山と共生し自然と調和した、働き場・若者・賑わいのある、次世代を担う子どもたち

の夢を育むことができるまちの実現 

（２）海面漁業としての目標 

持続可能な漁業生産基盤と水産業の成長産業化の実現 

（経営体当たりの海面漁業生産額 令和 3年実績:年間 617万円 → 年間 1,000万円） 

（３）内水面漁業としての目標 

輝く未来に向け、川の恵が次世代にも持続し、地域とともに成長・発展する内水面漁業・

生産活動の実現 

 

３．発電事業と漁業との「共存共栄」を達成するために前提となる「協調策」 

選定事業者は、海面・内水面漁業との「協調策」について、以下に記載する内容を参考に

検討を行い、発電事業を実施する前提として取り組んでいくことが求められる。 

また、サケふ化事業で放流したサケを海面漁業者が獲るように、遊佐においても海と川が

連携した取組が行われている。そのため、それぞれの協調策は必ずしも独立したものではな

く、海面と内水面の垣根を越え、遊佐地域として一体となった協調策が期待される。 

 

（１）海面漁業の協調策 

◎風車設置に伴う操業環境の変化に対応した、「付加価値の高い稼げる漁業」を実現するた

めの取組 

温暖化等に起因する海洋環境の変動や、風車設置に伴う遊佐沖漁場の操業環境に変化が

生じたとしても、遊佐沖で漁獲した水産物に高い付加価値を付けて販売していくことがで

きれば、将来にわたって遊佐で漁業を営んでいくことができる。また、安定した収入が得

られる体制が構築されれば、将来世代の担い手確保にもつながっていく。 
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その実現に向け、例えば、高度な衛生管理環境の整備といった取組に加え、洋上風力由

来の再エネ電気を生み出す海域で、再エネと最先端のデジタル技術を活用した漁業活動の

最適化・省エネ化と、市場動向に合わせて加工・冷蔵等が適時に行える「クリーン＆スマ

ートなデータ駆動型漁業」によって、漁獲量以上に付加価値の高さで稼ぐという漁業の在

り方を開拓していくこと等が考えられる。 

選定事業者には、上記のような漁業を実現するための戦略づくりや地域内外におけるプ

レイヤーの巻き込み、漁獲した水産物の販路開拓等について、地元の関係者と一緒になっ

て取組を推進していくことが期待される。 

 

（２）内水面漁業の協調策 

◎良好な内水面環境等の遊佐の強みを生かした、「つくり育てる漁業」を持続・発展させて

いくための取組 

 県外にも広く流通する「遊佐のサケ」をはじめ、遊佐町の月光川水系・日向川水系にお

ける内水面漁業は、遊佐地域の文化・風習という観点からも地域に根付いた産業として、

現在へと続いてきたものである。今、温暖化等による自然環境の変化とともに、少子高齢

化に代表される社会環境の変化の波が押し寄せる中、これからの遊佐の内水面漁業をどの

ようにデザインするかということは、漁業だけでなく地域社会の在り方も左右し得る課題

である。 

 この対応の方向性として、例えば、内水面漁業を「漁業」の側面だけで捉えるのではな

く、河川流域に住む多種多様な人々の参加と協力のもと、異業種の産業や技術と連携して

遊佐の水産物に新たな価値をつくり、競争力ある商品・サービスを創出することで、大都

市の人々も遊佐の商品を手にし、遊佐を訪れてみたくなるような「つくり育てて地域が賑

わう産業」へと発展させていくこと等が考えられる。 

 選定事業者には、この構想検討と実行を担う「遊佐の企画営業部門」として、遊佐の地

場産業の担い手となる人材の呼び込みや育成の段階から、地元の関係者と一緒になって取

組を推進していくことが期待される。 

 

４．地域の活性化や協調策の促進を図るための「振興策」 

 選定事業者は、３．「協調策」に取り組むことだけでなく、遊佐地域の発展・活性化や、

協調策のより一層の促進を図るための振興策にも取り組んでいくことが期待される。 

そのうえで、地域・海面漁業・内水面漁業における振興策として想定される事項を以下に

示す。選定事業者には、これらを踏まえた振興策の積極的な提案とともに、その実施におい

て地元と一緒に伴走していくことが求められる。 

 

（１）地域の振興策として想定される事項 

①洋上風力発電に関する地元企業への積極的な情報提供を通じた、地域における新産業（水

素関連を含む）の育成、関連する雇用確保に向けた取組 

 （洋上風車メーカー等と地元企業の関係を構築し、参入可能な産業分野の検討 等） 
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②本事業で発電される電気を県内企業や地域住民が活用するための検討や、災害時における

地元への電力供給の検討等、電力の地産地消に資する取組 

（発電した電力を活用する仕組みを構築し、環境的な付加価値が高い地域産業の創出 等） 

③地元自治体や教育機関、試験研究機関等との連携による研究開発に向けた取組のほか、地

元教育機関への講師派遣等による環境教育、人材育成の取組 

 （各世代への環境教育を推進し、技術者やメンテナンス人材の育成に向けた教育機関との連携 等） 

④洋上風力発電施設を活用した観光ツアー造成への協力や教育旅行誘致への協力等、洋上風

力発電事業を契機とした観光振興の取組 

 （洋上風力発電施設の新たな観光資源化、鳥海山をはじめとした豊かな自然を活かした観光振興 等） 

⑤地元港湾・漁港の積極的な活用を通じた港湾地域・漁村地域の活性化への取組 

 （酒田港の活用や吹浦漁港のメンテナンスへの活用等による漁村振興 等） 

⑥地域住民の安全・安心な暮らしの実現、自然環境の保全、海洋環境への配慮に関する取組 

（地域住民の健康や生活環境を向上する取組、クロマツ林等の地域の森林環境や湧水環境の保全 等） 

 

（２）海面漁業の振興策として想定される事項 

①遊佐沖漁場の活性化に向けた取組 

 （海域の生物生産力向上のための取組、イワガキ増殖や水産加工設備の整備、組合施設の機能強化 等） 

②風車構造物を活用した漁業振興の取組 

 （風車構造物に蝟集する魚類の活用 等） 

③地元自治体や教育機関、試験研究機関等との連携による、水産資源増殖やスマート漁業技

術等の研究開発に向けた取組【地域振興策と連携】 

 （モズクやナマコなど新たな資源の増殖試験 等） 

 

（３）内水面漁業の振興策として想定される事項 

①発電事業者の参画を通じた地元漁業・生産活動への理解醸成の取組 

 （漁業体験などのイベントへの発電事業者の参画 等） 

②魅力ある川づくりを通じた遊漁・観光振興等の活性化に向けた取組【地域振興策と連携】 

 （釣り人が集う資源豊富な魅力ある川づくりに向けた取組 等） 

③「山形県さけ振興指針」の内容をより一層推進するための取組 

（サケふ化技術の向上、施設の機能強化 等） 

 

５．おわりに －「選定事業者」と地域との共存共栄に向けて－ 

協調策・振興策の実施を通じた将来像の実現に向けて、選定事業者には、「発電事業で得

られた利益の地域への還元」という地域貢献の観点に留まるのではなく、遊佐地域全体の「ま

ちづくり」に関わる様々な取組を自社のビジネスとしても展開していくなど、発電事業以外

の部分でも地域と一緒になって稼いでいくといった想いを持って、地域への積極的な関わり

を期待したい。これにより、発電事業だけでなく、選定事業者と地域との共存共栄が実現さ

れることを切に願うものである。 


